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広島廿日市RCとの合同夜間例会
11月22日（金）
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広島西RC、廿日市RCとの
３ロータリーの交流について
� 会長　山下　幸彦

 質問１　�広島西RCと廿日市RCとの関係につ
いて

　親と子の関係ですが、垣根と取っ払って、共に
協力もし、仲良く楽しい関係を継続していきたい
と思います。

 質問２　今後３ロータリーで取り組みたいこと

　３クラブ合同の例会とか出来たらいいなと考え
ています。

 質問３　�合同でのガバナー公式訪問や、合同例
会について

　今年度、廿日市RCと行いましたが、廿日市
RCのメンバーの方々に喜んでいただけたと思い
ます。
　また、西南RCのメンバーからも良かったとの
意見を多くいただきました。
　是非、今後も継続していただきたいと思いま
す。
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第1565回例会　11月12日 �
　皆さんも日曜日の天皇陛下の即位パレードをご覧に
なったと思います。
　私は、パレードが全く頭に入ってなかったんですが、
妻と娘が買い物してる間に車で待っているときに、テ
レビでたまたま見ました。
　何気なしに見たつもりでしたが、いつの間にか吸い
寄せられるように見入ってしまい、また異常に感動し
ました。
　昭和、平成と天皇陛下をテレビで見てもそんなに感
動とかしたことがなかったんですが、令和の天皇、皇
后両陛下の色んな儀式や訪問されているお姿を見ると
妙に感動します。
　これは、ただ年齢が近いといったことだけでなく、
天皇陛下は即位前の会見で「その時代時代で新しい風
が吹くように」「時代に応じて求められる皇室の在り
方を追い求めていきたい」と語っておられたように、
両陛下と国民が少しでも近づくよう様々な工夫が凝ら
され、時代の変化を感じるような演出があるのかも知
れません。
　パレードの時に初お披露目されたセンチュリーの
オープンカーも今までのロールスロイスと違って、控
えめながら重厚感のある日本の皇室にぴったりな車に
見えました。
　私は、令和の時代に入ってから、皇室関連の祝日に
は玄関に日の丸を掲げるようにしました。
　数十年ぶりに掲げられたその日の丸には、残念なが
らうっすらとシミが。
　次回までには新調しなければと考えています。

第1566回例会　11月19日 �
　本日、ボックスに12月17日の年次総会の案内を入れ
てます。
　次年度理事役員選出の方法は11月の理事会において
指名委員会によることが決定されました。
　例年通り本年度理事役員会を指名委員会として、次
年度理事役員選出を年次総会にて行い、当日出席会員
に賛意を問う予定です。
　そのためにも、是非ご出席下さいますようご案内申
し上げます。
　また、例年行っていますロータリー財団EREY寄付
（100＄）を今年度も行うことが11月の理事会において
決まりました。
　つきましては、12月の会費請求させて頂きますので、
よろしくお願い致します。

第1564回例会　11月５日 �
　今月は、ロータリー財団月間です。
　ロータリー財団とは、1917年、米国ジョージア州ア
トランタでの国際大会で、アーチＣ．クランフが「全
世界的な規模で慈善・教育・その他社会奉仕の分野で
よりよきことをするために基金をつくろう」と提案し
たことに始まり、1928年に国際大会でロータリー財団
と名付けられ、1983年に米国イリノイ州法の法令の下
に非営利財団法人となりました。
　ロータリー財団を構成する法人会員はＲＩのみであ
り、ロータリー財団の正式名称は、「国際ロータリー
のロータリー財団」です。ＲＩと法的に組織は違って
も、その目的・使命・活動は両者共に一体のもので
す。　　　　
　ロータリー財団の使命は、2000年２月に改訂され、
「ロータリー財団の使命は、地域レベル、全国レベル、
国際レベルの人道的、教育的、文化交流プログラムを
通じて、ロータリーの綱領とロータリーの使命を遂行
し、かつ世界理解と平和を達成しようとするＲＩの努
力を支援すること」と決定され、ＲＩ理事会も承認し
ました。
　ロータリー財団の使命である国際的活動に新しく、
地域レベル、全国レベルの活動を加えることによって
ロータリー財団活動の基盤と範囲がさらに広がること
となりました。
　そしてロータリー財団月間とは、財団の奨学金事業
及び人道的諸事業についての知識と理解を深め、財団
の推進に役立つプログラムを実施する月間です。
　今日は、その中のグローバル補助金を活用する卓話
をお願いしています。
　当クラブでは、ちょっと弱い部分と思いますので、
井内さん、今日はよろしくお願いいたします。
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たらと思います。
　さて今日11月22日のいい夫婦の日という大切な日
にこの夜間例会に参加頂き、誠にありがとうござい
ます。
　いい夫婦の日とは、二人の時間を大切にする日で
す。
　このいい夫婦の日にあやかって本日は広島西南と廿
日市の両クラブの時間を大切に楽しく過ごしたいと思
います。
　まあ日付が変わるまでには、ご家庭でも大切な時間
を過ごしそびれないようにお気をつけ下さい。
　それでは、時間の許す限り、食事、お酒、演奏をお
楽しみ下さい。

第1567回例会　11月22日 �
　こんばんは、広島西南ロータリークラブの今年度会
長の山下です。
　今夜は、先日のガバナー公式訪問を共同で行った打
ち上げを兼ねた合同夜間例会です。
　急遽、合同の公式訪問を上杉会長と大藤ガバナー補
佐にお願いしたところ、快く受け入れて下さり大変感
謝しています。
　また、ガバナー公式訪問を共同で行う初めての例会
で、関係された皆様、大変ご苦労様でした。
　ですが、考えようによっては今後継続していけば、
もっとスムーズにかつスマートに行える気がしますの
で、次年度の執行部の方々にも是非継続をお願い出来
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第1564回例会� 11月５日
12：30～13：30　ANAクラウンプラザホテル

国歌斉唱　われらの生業
お誕生記念月記念品贈呈
会長時間
幹事報告
　�ロータリーの友誌・ガバナー月信配布の案内。／
11月22日（金）夜開催の廿日市RCとの合同夜間例
会の案内を回覧。未回答者は回答のこと。／地区か
らのEvery Rotarian,Every Yearクラブ並びに100％
ロータリー財団寄付クラブバナー・End Polio Now
感謝状を受付に掲示。／例会変更。／例会終了後、
理事役員会開催。

スマイルボックス
　河原英二会員、小野誠会員、高鍋徹会員
出席報告
　会員数 69名　出　席 48名　欠　席 21名
　　　　 　　　来　客   2名　来　賓   1名
　　　　 　　　ゲスト   1名
プログラム
月間卓話

「�ロータリー財団のめざすもの～グローバル補助金に
よる国際貢献の経験～」

㈱病理センター　代表取締役社長　井内　康輝　氏
� （広島南RC会員）
　ロータリー財団は、1917年、アーチC.クランフの提
唱で設立され、1928年にロータリー財団と名付けられ
ました。財団の有名な標語は“世界でよいことをしよ
う（Doing good in the world）”であり、財団の使命は、
ロータリアンが、健康状態を改善し、教育への支援を
高め、貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、
平和を達成できるようにすること、とロータリー財団
章典1.05に書かれています。こうした財団の使命に
則って、1965年にはじめられたマッチンググラント
（Matching Grant）は、1965年から2000年の35年間に
約１万件実施されましたが、2000年〜2004年には約
１万件、2004年から2008年にも約１万件と、その実施
件数が急増し、プログラムの簡素化の必要性が生じま
した。そこで、未来の夢計画（Future vision plan）
が提案され、パイロット地区での試行をへて、2013－
2014年度から新しい補助金制度がスタートしました。
これが現行の補助金制度で、新地区補助金とグローバ
ル補助金に分かれ、３つの活動、すなわち、１．人道
的補助金、２．奨学金、３．職業研修チーム（Vocational 
training team, VTT）への補助が各地区の裁量で行な
われています。
　そのうち、グローバル補助金については、６つの重

点分野があります。それらは、１．平和と紛争予防／
紛争解決、２．疾病予防と治療、３．水と衛生設備、４．
母子の健康、５．基本的教育と識字率向上、６．経済
と地域社会の発展であり、これらを目標とした計画を
たてることが推奨されています。
　私達のクラブでは、カンボジアにおける女性乳がん
での死亡を減らすために、乳がんの早期発見を目標と
するプロジェクトを立案しました。これについて、新
グローバル補助金として、ロータリー財団からの支援
を受けることを申請し、2014－2015年度は人道的補助
金プログラムとして、2015年－2016年度は職業研修
チーム（VTT）として、補助金を受領することができ、
プログラムを実施するに至りました。この目標とプロ
グラム内容については、カンボジア保健省との協議で
定めたものであり、こうした現地のニーズに合った支
援を計画することが大切と思われます。
　2014年３月に第１回のカンボジアでの検診を実施し
ました。日本から１名の乳がん専門医、１名の乳がん
専門の超音波検査技師をともない、私を含め３名のロー
タリアンで、プノンペンの西南に位置するカンポット
に出向きました。カンボジア側からは２名の保健省の
医師、看護師など７名の助手と３名の通訳が加わり、
チームを結成しました。グローバル補助金プログラム
では、現地のロータリークラブとの協力が欠かせませ
んが、今回のプロジェクトでは、プノンペンロータリー
クラブの協力がえられ、会長とプロジェクト代表の激
励訪問を受けました。検診は、問診と視触診（診察）
と超音波検査からなり、３日間で190人が受診され、５
名の乳がんをもつあるいは乳がんを疑われる女性がみ
つかりました。日本で行なわれる乳がん検診では、異
常を指摘された人は、自らが乳がん専門の医療施設を
受診し、必要な治療を受けます。しかし、カンボジア
では、首都プノンペンにおいても乳がんの専門医は２
人しかおらず、地方には皆無で、異常を指摘された人
は、プノンペンに出かけて受診することで、高額な出
費を必要とします。そのため、金銭的な困難からその
後の受診をしない人が多いと思われ、計画の承認にあ
たって、ロータリー財団からその点の指摘があり、“人
道的な措置”を要請されました。そこで、他の経費を削っ
て、4,000ドルを捻出し、カンボジア保健省の医師に託
して、彼らの受診と治療を支える方法をとりました。
　第２回の検診は、2014年12月、プノンペンの北東に
位置するコンポンチャムで行いました。同様に３日間
で250名の受診があり、６名の乳がんをもつ、あるい
は乳がんが疑われる女性を発見しました。これら２回
の経験からは、カンボジアでは、女性が自ら乳腺に異
常を自覚しても、受診できる医療機関がなく、信頼で
きる専門医もいない現状にあり、カンボジア人医師の
中から、乳がんの検診ができる医師、治療のできる専
門医を養成することが急務である、と思われました。
　そこで、次年度は改めて、新グローバル補助金の中
の職業研修チーム（VTT）の申請を同じプロジェク

例　会　記　録
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ト名で行いました。目的は、カンボジア人医師の手で
乳がん検診を行うために、日本（広島）に滞在して、
乳がん検診に必要な知識と技術（とくに超音波検査、
マモグラフィ検査について）を学んでもらうことで
す。２名の保健省の医師の他に３名の医師を選び、通
訳１名とともに、2015年４月、10日間の予定で来広し
てもらいました。その間、乳がんに関する講義、超音
波検査の実習、乳がん検診の立案方法などを広島市内
の⼤学病院をはじめ、多くの医療機関の協力で学んで
もらいました。
　さらに、2015年11月には、再度コンポンチャムでの
検診を計画し、カンボジア⼈医師の手で実際に検診を
行ってもらい、日本から同行した乳がん専門医超音波
検査技師にそれを検証してもらうことを試みました。
結果としては、日本で行なわれている検診と同等とは
いえませんが、彼らに検診の実施を委ねることは可能
と考えました。
　私はカンボジア人医師に対して、こうした乳がん検
診を定着させ持続させるためには、恒久的な施設の設
置が必要であることを説いていましたが、保健省の医
師のひとりが、私費で検診所を立ち上げ、私の名前を
施設名に入れてくれました。2016年５月、その開所式
に立ち会い、この３年間の活動が実を結んだことを喜
び合いました。本来は、カンボジアが政府として、日
本と同じように、がん検診システムの普及に取り組む
べきですが、政治的になすべきことの多い現在のカン
ボジアでは、困難なことと思われますので、民間レベ
ルでもこうした活動が始まり、今後も継続できること
は一歩前進と評価しています。また、超⾳波検査につ
いては、インターネットを使った遠隔診断システムを

導入しましたので、診断に苦慮する例については、私
の施設（NPO法人総合遠隔医療支援機構）に超音波
画像を伝送し、広島の医師に診断のアドバイスをもら
うことを可能にしています。
　ロータリー財団のすすめる新グローバル補助金で
は、単にモノを贈呈するだけでなく、現地の人々によっ
て事業が継続して行なわれ、人々の健康の増進や生活
の改善がはかられるような計画をすすめてほしいと考
えます。

第1565回例会� 11月12日
12：30～13：30　ANAクラウンプラザホテル

奉仕の理想
四つのテスト唱和
ご結婚記念月記念品贈呈
会長時間
幹事報告
　�オークニジャパンファミリーセール案内配布の案
内。／例会変更。／例会終了後、クラブ協議会開催。
／次週例会は22F。

スマイルボックス
　小野誠会員
出席報告
　会員数 69名　出　席 45名　欠　席 24名
　　　　 　　　来　賓   1名
プログラム
外部講師卓話

「納税猶予制度を利用した事業継承について」
税理士　金田　正孝　氏
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第1566回例会� 11月19日
12：30～13：30　ANAクラウンプラザホテル

ＲＯＴＡＲＹ
連続出席100％
　曽里　裕会員（28年）・杉川　聡会員（22年）
　村尾博司会員（21年）・根石英行会員（17年）
　山本春男会員（16年）・橋本幸範会員（８年）
　桒田博正会員（８年）
会長時間
幹事報告
　�年次総会案内・クラブ月報配布の案内。／米山学友

の姜暁艶さんからのコンサートチラシ配布の案内。
チケットの希望は事務局迄。／例会変更。／例会終
了後、月報編集会議開催。／次回例会は11月22日（金）
18：30～廿日市RCとの合同夜間例会。

出席報告
　会員数 69名　出　席 42名　欠　席 27名
　　　　 　　　来　客   1名　来　賓   1名
プログラム
外部講師卓話

「三方良しの就労支援」
料亭久里川　支配人　森　浩昭　氏

「僕らのアトリエ」とは

• 広島市内の障害者作業所で作られる製作品を
一般企業の店頭で販売する福祉活動。

• １９９３年１１月に広島で初めて料亭久里川の
提唱で始まり、当時広島市内を中心に１７店舗
で製作品が販売され、売上は全額が施設に還
元され、心身障害者の自立資金の一部に当て
られている。
企業での常設の作業所製品販売は日本初

• １９９６年の「おりづる大会ひろしま」で作業所製
作品を広島市が記念品として購入（約１千万
円）。

作業所での自主製品の問題点

１、資金不足

新製品を作っても販売ルートが確立していない為、材料に
お金をかけることが出来ない。バザーで売れ残る。

２、アイデア、技術力不足

作業所間で製品を真似る。自主製品の開発が難しく、企業
の下請け作業が主流。納期が早い仕事は請けられない。

３、ネットワーク不足

仕事が見つからない。企業も作業所で何が出来るのかわ
からない。

「三方良し」の福祉

～作業所・企業・行政をつなぐコーディネート～

料亭久里川 森 浩昭

www.kurikawa.com/bokuranoatorie.html

広島西南ロータリークラブ

僕らのアトリエ
（料亭久里川）
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11月５日
小野　　誠会員　皆様のボックスに、ご案内を入れさせて頂きました。この度、12月22日（日）17：30から、細川た
かしディナーショーを開催することとなりました。多くのヒット曲を持つ細川たかしの歌声を、大切な方と是非お愉
しみ下さいませ。又、昨年好評だったグルメクーポンを今年も販売することとなりました。2020年１月４日から５月
末まで使用できるクーポン券で、10,000円に付き＋2,000円のプレミア券が付いたお得なチケットです。ご用命につい
ては、ホテルスタッフにお尋ねくださいませ。
河原　英二会員　西南の皆様に早くお会いしたい一心で、つらい抗がん剤、放射線治療に耐え、この場に帰ってくる
ことが出来ました。だいぶ体重も戻ってしまって、激ヤセした姿をお見せできなかったのが残念でなりません。温か
い励まし、応援を沢山頂きまして、本当にありがとうございました。

スマイルボックス

「福祉施設・小規模作業所等と企業との共存｣研修会

２００３年９月２４日開催 主催 広島県社会福祉協議会

広島県授産事業振興センター

１部 講演

「福祉施設・小規模作業所等と企業との共存｣

＜今後の生き残りをかけての戦略は＞ 森 浩昭

２部 事例発表

１、菓子部門 「ひとは作業所」

助言者 お菓子づくり道場 創喜房 山岡 至氏

（元広島県食品工業技術センター職員）

２、木工部門 「広島どんぐり作業所」

助言者 広島県東部工業技術センター 産業デザイン部長 平田 勉氏

３、さをり部門 「おおぞら作業所」

助言者 ＮＰＯ法人 さをりひろばネットワークセンター広島 鼻野敦子氏

福祉団体

「三方良し」の福祉
情報編

企業

マスメディア
障害者
理解

報道
（広告）

話題
提供

支援

話題
提供

作業所に協力していただいている企業(人)の取材

プロに学ぶ
まなび共働作業所 「カメヤマローソク」様との連携

●ローソクよりも容器を工夫
●色合いがはっきりしている

●広島市ボランティア人材バンクから講師を派遣

１８,１９年度「フラワーフェスティバル」
「祈りのオブジェ」10万円で受注

企業との連携

企業との妥協点を見つける

• ホテルサンルート広島との
共同開発商品

０ １００

企業 作業所

作業所企業

５０

作業所主導型×

企業主導型×

共生型○ 企業 作業所

作業所の役割
（作業所と企業のものづくりの発想の違い）

作業所の仕事はリハビリですか？（作業所と障害者ディサービス）

作業所・・・障害者にどのような製品が作れるのか？

障害者理解・・・障害者を世の中に認めてもらいたい

企業・・・・・世の中では何が必要とされているのか？

どのようにすれば製品が売れるのか？

顧客満足・・・・・お客様を喜ばせたい

「三方良し」の福祉
実践編

企業の技術

企業イベント 障
害
者
作
業
所社員の特技

経費節減
企業イメージアップ

寄付以外の
社会貢献
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「三方良し」の福祉
環境教育編

教育

産業廃棄物
かまぼこ板、備品処理等

福祉団体

教育材料提供

（ペットボトル）

ごみ処理
経費節減

製作品材料
設備拡充

収益（材料費、
イベント費用）

教育へ

の貢献

環境問題
への関心

企業と共に生きる
三越40 周年の記念品

クッキー3000枚

東急ハンズでの販売

•
広島空港での販売

下駄の貯金箱

フェルトの弁当箱

「ひろしまクッキーズ」 等

広島駅での販売

地域と共に生きる
ひとは福祉会 「ささき亭」

ウイング可部
亀
楽
庵

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

教
室

今後の福祉のあり方

誰もが損をしない（三方良し）

「おたがいさま」をキーワードにした

「福祉」という言葉を使わない

「福祉」の構築

まとめ
１、資金不足

廃棄物を原料にすることにより初期投資を気にしない,もの
づくりを考える。バザーをオーダーメイドに切り替えることで
売れ残りの無駄をなくし、お互いが納得する製品を作る。

２、アイデア、技術力不足

企業の現状を考え、相手の立場に立ち、企業にも利益に
なる相互協力を求める。金銭的な支援が難しい企業には、
物や技術といった物理的な支援をお願いする。

３、ネットワーク不足

企業が福祉に参画することにメリットを持たせ、企業間の
ネットワークやマスコミを利用することにより、情報収集や
仕事の斡旋を行う。

第1567回例会� 11月22日
18：30～20：30　ANAクラウンプラザホテル

広島西南RC・広島廿日市RC合同夜間例会

それでこそロータリー
会長時間
　大藤ガバナー補佐挨拶（IMのお願い）

幹事報告
　�３月21日（土）午後開催のＩＭ案内配布の案内。／
クリスマス家族例会は12月24日（火）夜の予定（案
内は会費請求と同送予定）。／例会変更。／次回例
会は12月３日（火）。

出席報告
　会員数 69名　出　席 43名　欠　席 26名
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11月12日（火）第３回クラブ協議会 11月12日（火）

DONATION
11  月 年度累計

ス マ イ ル 29,000 円 221,000 円
善 意 の 箱 10,119 円 59,521 円
100万ドル 0 円 212,526 円

掲　示　板

12月行事予定
❖12月３日（火）13：45 ～
　第６回理事役員会� ANAホテル４F

１月行事予定
１月例会は１／７（火）から開始
� （12時開場バイキングの食事）
❖１月７日（火）13：45 ～
　第７回理事役員会� ANAホテル４F
❖１月14日（火）13：45 ～
　第４回クラブ協議会� ANAホテル４F

11月の会員記念日

橋本　幸範� ２日
稲田　健二� 10日
佐藤暖以子� 13日
三宅陽一郎� 14日

会員誕生日

創　業　月
岩田　洋子　㈱洋� H28年
杉本　清英　㈱ARCON� H２年
徳納　武使　福徳技研㈱� S41年
藤井　良造　三井不動産リアルティ中国㈱� H４年

パートナー誕生日
佐々木宏夫人　伸�子様　20日
曽里　裕夫人　麻�美様　23日

入　会　月
岩田　智博� H21年
伊藤　英彦� H25年
三宅陽一郎� H26年
漆原　健夫� H28年

結婚記念日
村尾　博司� １日
三宅陽一郎� ２日
佐々木信幸� ３日
岡本　俊雄� ３日
折本　　緑� 18日
佐藤　克則� 18日

石井　和彦� 20日
山下　哲夫� 21日
谷口　公啓� 22日
宮本　　昇� 22日
長野　　宏� 22日

ロータリー財団月間10 2019年 11月



　車の事故（物損）あれこれ� 根石　英行 会員
　衝突防止システム、自動運転と自動車運転の技術は日進月歩で、交
通事故件数や事故の死亡者数も大幅に減少傾向にありますが、なお交通

事故のご相談を受けることは少なくありません。最近は自動車保険の特約として弁護士特約があり、弁護
士への相談料や裁判費用が保険金でカバーされるため、相手や保険会社の態度に不満があれば、簡単に弁
護士に相談できるということもあって、これまででは、裁判していたら費用や時間がもったいない、とい
うことで示談での解決ができていたものが、とことん裁判所で争う、というケースが、特に物損事故（車
両の損害）で増えてきているようです。
大事な愛車が事故で傷付けられたとき、事故の前と同じ状態に戻してほしい、というのは当然の人情で

しょうが、裁判で争ってもそう簡単ではない、というのが実際です。いろんな車にも乗ってきたが、そろ
そろ最後の車と思って買った憧れの高級外車を、事故によって傷つけられた方の損害賠償の事件で、裁判
官から、「事故の前と同じにならないと思って下さい。」と、冷たく言われたときの被害者の悔しそうな様
子は忘れられませんが、損害賠償の実務としては仕方のないところがあります。
事故で壊れたところを修理してもらうため修理代を賠償してもらうのは当然として、事故車になれば、

下取りや中古価格では、格落や評価損という問題が発生します。新車や高級車であれば、愛車への思い入
れが増すことから、評価損の賠償も当然と思いがちです。しかし、評価損がストレートに認められること
はありません。むしろ認められるためのハードルは高いというべきでしょう。高級車や外車で、新車に近
くて走行距離もそこまででないことが必要、リースやローン中では認められないことがあり、損傷の程度
もバンパー程度でなくフレームにまで及んでいるとか、相当な程度の修理の場合でないとダメ、認められ
たとしてもその額は修理代の20～30％程度でごくわずか、評価損があるとかないとかというやりとりを
するのも保険会社の担当者レベルでは難しく、いざとなったら裁判所でやりとりするしかない、というの
が実際です。
事故があって直ぐに修理に取り掛かれればよいですが、修理内容や事故状況などについて加害者と話合

いがつかず、結局相手との損害額の話がまとまらないので修理の着手が遅れる、ということもあります。
修理中でも車の利用の必要性があれば、代車を使って代車料（レンタカー代）を加害者に請求するという
ことになるのですが、この代車料もまた、裁判所で値切られることになります。修理代を含めて事故の損
害賠償について加害者が素直に支払いに応じないから、修理にも取り掛かれない。修理が遅れたのは加害
者のせいで、そのため代車代が増えたのだから加害者が賠償すべきと言えそうですが、単純にはそうはな
らないのです。被害者としては、加害者が賠償に応じないからと言って、修理せずに代車を使用すること
で代車料という損害の拡大を放置することも許されません。被害者が先に修理して使えるようにして加害
者に修理代と遅延利息を請求すればよいというのです。被害者にも損害抑止義務があるというように言わ
れます。加害者被害者もお互いさまで衡平にという考え方です。代車料が認められる期間は修理に必要な
期間とプラスアルファの期間、大体長くても１ヵ月程度で、それをせいぜいどのくらい伸ばせるか、とい
うところなのです。裁判所がこの期間しか代車の利用期間を認めない、ということになると、差額は被害
者が負担しなければならず、事故車と同程度のグレードの高額な代車料が被害者に降りかかることもある
のです。加害者との話は後回しにしても先に修理してしまわなければならない場面も出てくるのです。
大事な愛車なのできちんと修理してもらいたいし、事故車扱いになるなら評価損もきちんと欲しいので

請求しているが、加害者もなかなかうんと言わないので、加害者の態度も許せない。話がまとまらないの
は加害者のせいだからと思って代車に乗り続けているが、という状況での相談がありますが、気を付けな
いといけないのは、下手すると高額な代車料の請求ができずに自己負担になってしまいますよ、というこ
とがありうるのです。
こういう事態を避けるためにも、弁護士特約があるなら、まずは弁護士に相談されることをお勧めしま

す。この特約は、利用しても保険の等級に影響はなく、保険料がアップすることはありません。
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　⑩　次年度ガバナー合同例会
　　�　次年度ガバナー補佐より、各クラブが合同で開
催をしてもらいたいとの意向を受けて、次年度に
むけて廿日市RCとの合同例会の方向で進めてい
くことで一致した

　　�　あわせて、次年度は廿日市RCの主導で検討を
する。

　　�　クラブ協議は単会でおこない、ガバナー訪問時
は２クラブの合同でということ

　⑪　各理事報告
　　�　会員増強／折本理事より、今期会員80人目標に、
10年会、一人一声を中心に協力の要請

　⑫　その他
　　�　メークアップについて、IMや地区大会につい
ては、いつでもメークアップできるとか、メーク
アップ期間を長くするかについて、意見を交換し
た。

第６回理事役員会
　2019年12月３日（火）13：45 ～
　ANAクラウンプラザホテル広島
・�プログラム委員会は１月予定のご準備をお願いしま
す。

閉会挨拶　佐藤副会長

2019-2020年度　第５回理事・役員会　議事録

日　時：2019年11月５日　13時45分〜
場　所：ANAクラウンプラザホテル広島４Ｆ
出席者：山下（幸）、佐藤（二）、小野、田中（朋）、
　　　　白築、岩田、佐々木（宏）、寺本、折本、
　　　　岡本（倫）
書　記：漆原

会長挨拶　山下会長
出席者の確認
議題
　①　合同事務局運営員会報告
　　�　10月21日に開催。事務局のPC購入と紙折り機
の購入に関して、購入が決定された。

　②　11／22廿日市RCとの合同例会進捗状況について
　　�　小野理事より、当日の概要が説明された（大皿
料理で提供、西南からは39名が出席予定）。

　③　12月のプログラムについて
　　�　小野理事より報告がなされ承認された。（３日
杉川ガバナー候補卓話、10日　熊本さんが講演者
を調整中、17日　年次総会、24日　夜間例会でな
し）

　④　クリスマス家族例会について
　　　12／24イブの日に開催。概要が説明された。
　⑤�　ロータリー財団EREY寄付（100$）について
　　�　本年も100$の寄付をお願いしたいとの要望があ
り、承認された。

　⑥�　11／12パスト会長会の開催と指名委員会の設置
について

　　�　指名委員会を設置することに全員一致した
　⑦　10月度会計報告
　　�　白築理事より順調に推移しているとの報告を得
た。

　⑧　HPの更新作業について
　　�　田中理事より、別紙参照のうえHP更新につい
て説明がなされた。更新の目的としては、以下と
なる。

　　�　会員の増強のため、奉仕と親睦のため、歴史的
資料の蓄積

　⑨　次年度の野球の申し込みについて
　　�　田中理事より、2020年９月開催で球団と調整中
である。
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2019年12月17日発行 �

　今月は広島廿日市RCさんとの合同夜間例会が開催されました。ガバナー公式訪問例会に引き続いて
の合同例会で、特に入会の浅い会員には刺激になりますし、廿日市RCの会員さんと顔見知りになるこ
とで今後は様々な奉仕事業などを一緒に行うことが検討できるかもしれません。今後もこのような交
流の場が増えれば、と思いました。� （宮﨑　真）

広島西南RC　10月度個人別出席状況一覧表
（メークアップ期間の都合上１ヶ月前を掲載しております）

氏　名 1 8 15 29 出席率
1 荒木　　攻 × × × × 0%
2 萬歳　幸治 ○ ○ ○ ○ 100%
3 藤田　　進 ○ ○ ○ ○ 100%
4 平原　一彦 ○ ○ △ ○ 100%
5 林本　正継 △ ○ ○ ○ 100%
6 平石　雅史 ○ ○ △ ○ 100%
7 橋本　幸範 ○ ○ ○ ○ 100%
8 石井　和彦 △ △ ○ ○ 100%
9 岩田　智博 ○ ○ ○ ○ 100%
10 伊藤　英彦 ○ ○ △ △ 100%
11 井上　俊博 △ △ ○ ○ 100%
12 稲田　健二 △ △ △ △ 100%
13 岩田　洋子 × ○ ○ △ 75%
14 梶本　尚揮 ○ ○ ○ ○ 100%
15 桒田　博正 ○ ○ ○ ○ 100%
16 児玉　栄威 △ ○ ○ ○ 100%
17 河原　英二 ○ × × × 25%
18 栗原　佑哉 ○ △ △ ○ 100%
19 影久　知也 △ △ △ △ 100%
20 熊本　卓司 ○ ○ ○ ○ 100%
21 鍵岡　　馨 △ ○ △ ○ 100%
22 三好　清隆 ○ ○ ○ ○ 100%
23 村尾　博司 ○ ○ ○ ○ 100%
24 宮本　　昇 ○ ○ ○ △ 100%
25 室﨑　雅宣 ○ △ ○ ○ 100%
26 宮﨑　　真 ○ ○ △ ○ 100%
27 三宅陽一郎 ○ ○ ○ ○ 100%
28 水谷　耕平 ○ ○ △ ○ 100%
29 森　　豊彦 ○ ○ ○ △ 100%
30 根石　英行 ○ ○ ○ ○ 100%
31 長野　　宏 △ △ ○ △ 100%
32 奥田　　實 △ ○ ○ ○ 100%
33 小川　光博 ○ △ ○ ○ 100%
34 岡本　俊雄 ○ ○ ○ ○ 100%
35 折本　　緑 ○ △ ○ ○ 100%

氏　名 1 8 15 29 出席率
36 小野　　誠 ○ ○ ○ ○ 100%
37 岡本　倫明 ○ ○ ○ ○ 100%
38 沖井　　翔 ○ △ △ ○ 100%
39 佐々木　宏 ○ ○ ○ ○ 100%
40 白築　忠治 ○ ○ ○ ○ 100%
41 曽里　　裕 ○ ○ ○ ○ 100%
42 杉川　　聡 ○ △ ○ ○ 100%
43 先小山英夫 △ △ ○ ○ 100%
44 佐藤　二郎 ○ ○ ○ ○ 100%
45 佐藤　克則 △ ○ ○ ○ 100%
46 杉本　清英 ○ ○ ○ ○ 100%
47 佐々木信幸 ○ ○ ○ ○ 100%
48 佐古　雄司 ○ ○ ○ ○ 100%
49 新藤幸次郎 ○ ○ ○ △ 100%
50 佐藤暖以子 △ △ ○ ○ 100%
51 田中　茂樹 ○ ○ △ ○ 100%
52 谷口　公啓 △ △ △ ○ 100%
53 遠崎　秀一 ○ ○ ○ ○ 100%
54 寺本　真司 △ ○ ○ ○ 100%
55 徳納　武使 ○ △ ○ △ 100%
56 田中　朋博 ○ ○ ○ ○ 100%
57 田中　和之 ○ ○ △ △ 100%
58 高鍋　　徹 △ ○ ○ ○ 100%
59 時岡　俊介 ○ ○ ○ ○ 100%
60 上田　直治 △ ○ ○ ○ 100%
61 漆原　健夫 ○ ○ ○ ○ 100%
62 山本　　豊 ○ ○ ○ ○ 100%
63 山下　哲夫 ○ ○ ○ ○ 100%
64 吉田　栄壮 ○ ○ ○ ○ 100%
65 山下　幸彦 ○ ○ ○ ○ 100%
66 山本　春男 ○ ○ △ ○ 100%
67 山國　　豊 ○ △ ○ ○ 100%
68 藤井　良造 △ ○ ○ △ 100%
69 呼子　泰嗣 ○ ○ △ ○ 100%
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11月12日

11月５日

11月19日

3RC合同懇親ゴルフ大会

青深会京都旅行

　西ロータリークラブ、廿日市ロータリークラブ、西南ロータリークラブ３ロータ
リー合同懇親コンペを、11月９日に廿日市ロータリークラブの幹事で鷹ノ巣カント
リークラブで開催しました。総勢35名で、西南ロータリークラブからは10名の参加
でした！天気もよくゴルフ日和でした（笑）
　結果は、個人戦でなんと我がクラブの上田さんが優勝！　チーム戦も西南ロータ
リークラブが優勝しました！
　参加された皆さん、お疲れ様でした！� （代表幹事  山國　豊）

　毎年恒例、青深会の旅行が開催されました。
　今年の旅先は、京都。京都といえば、紅葉狩りや
寺院巡りが多いですが、今回は美味いものツアー。
　木屋町のすき焼き、幾松の京懐石、なかなか予約
が取れない、ザ・リッツカールトン京都のラ・ロカ
ンダでおいしい料理をいただきました。
� （岩田智博）

11月9日（土）　鷹ノ巣カントリークラブ

11月16・17日


